
岩内西小学校長 古 館 昭 仁

いよいよ子供たちにとって楽しみな夏休みが始まります。夏休みは、今までの学習や生活を見つめ
直し、新学期に備え志を新たに準備する絶好のチャンスです。この４月以来、お子様の健やかな成長
を支え、本校の教育にご協力くださりありがとうございました。通知表は９月下旬にお渡しすること
になりますが、これまで行ったテストやドリル等を見直していただき、お子様がさらによりよく伸び
るよう励ましの声掛けをしていただければと思います。
さて、今月１１日（月）に今年度初めての試みとして、岩内町４校「いじめ防止サミット」を行い

ました。町内４校の児童会、生徒会を中心に各学校で行っている取組をもとに交流し、意見を交わし
ました。西校でも「いじめをなくすために大切なものは何？」として５つのキーワードを考えました。
その中の２つ「いやなことをしない」「行動に出さない」ことを合わせて、「人のことを考えて（思い
やりのある）行動をする」とし、その後４校でまとめ、「皆で温かい言葉を大切にしていじめが０（ゼ
ロ）で笑顔あふれる学校を創る」になりました。その後に発行した「西小児童会だより」のもと、各
学級が具体的な場面で「温かい言葉をどのように遣ったらよいか」を考え、実際に取り組んでいます。
本日の終業式で「ぞうさんの歌」の話をしました。「ぞうさん、ぞうさん、お鼻が長いのね。そう

よ、母さんも長いのよ」（作詞：まどみちお・作曲：團伊玖磨※【岩内西小校歌の作曲者】として有名）
まどみちおさんは、この歌は「子ぞうが友達から『お前の鼻は長い』と言われた、いじめられた歌」
と言っています。子ぞうは、友達からそんなことを言われて、落ち込んで家に帰ります。そして、お
母さんぞうにそのことを話します。するとお母さんぞうは「お母さんも鼻が長いのよ。ぞうの鼻が長
いのは、ぞうの個性なの。生き物はみんな個性をもっているの。個性はみんなちがうからいいの。だ
からそんなことで落ち込まないで、明日からまた元気にお友達と遊んでね。」と話しました。大好きな
お母さんぞうから、そう教えてもらった子ぞうは、友達に「そうよ、母さんも長いのよ」と答えたと
のことです。このお話には、学ぶべきことが二つあると思います。一つは「困ったら頼りになる人に
すぐ相談をすること」もう一つは「誰しもが他人の個性を認め、大切にすること」です。MLBエンゼ
ルスの大谷翔平選手が、皆さんご存知の通りに、あのような大活躍ができるのは、「彼が持っている『二
刀流という』素晴らしい個性」を誰かに認めてもらったから、今の彼があると思うのです。
２４日間の夏休みは計画的・継続的に「やろうとしたことが実際にできる」期間であり、そこで頑

張ったことを２学期も継続できるようになると、さらに素晴らしいです。事故や怪我や病気をせず、
健康で安全に過ごし、且つ、「個性を伸ばす」夏休みとなりますよう、よろしくお願いいたします。

助け合うよろこび（徳）

【具体的な取組】
②相手を大切にする言葉遣い

⑤温かい学校・学級づくり

相手がにっこり
心がにっこり

【学校教育目標】
伸びる喜びを見つけよう

【今年度のテーマ】

にっこり西校～真心を込めて～


